


もう、着物警察（キモノポリス）もこわくない！ 
着付や華道など、講堂で華やかなパフォーマンス 

　今回のテーマは「和」。 
　2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、日本文化
への造詣を深め、海外からのお客様をおもてなしできるようになり
たい、そんな思いを込めたテーマです。和に親しむセミナーやお茶
席体験などのブースを設定。スタッフにも着物での参加を呼びかけ
ました。 
　最近は、着物を自由に楽しむ若い方も増えていますが、まだまだ
和装のルールが気になる大人世代。「キモノは好きだけど自分では着
られない」「今さら聞けないし…」「外出時、知らない方から着付けを
直されたことがあって…」という声も聞かれます。そこで、もっと気
軽に着物に親しみ、楽しんでいただくために、「着物にまつわる疑問
アレコレを聞いちゃおう」というトークショーや、浴衣と帯の色合わ
せコーディネートなど、専門家の先生方にお話いただきました。華道
の先生による生け花デモンストレーションでは「終了後に間近にお
花を見ることができた」と好評でした。 

　1号会議室のブース会場には、茶道の先生による
「お菓子付お茶席体験」コーナーや、おなじみの絵
手紙体験、「かっさ」体験、占いコーナー、当法人会
員の女性起業家によるキャベツディップの試食
コーナーなど。また、「和」にちなんで「手ぬぐい」
や「舞扇」の展示も行いました。 
　会場には和服姿のスタッフや和風コスチューム
の出展者のほか、観光で横浜を訪れたキモノ女子
の皆さんの姿も見られ、華やかなイベントとなり
ました。 

ゆったり休憩スペースでお茶席体験 
舞扇や手ぬぐいの展示も

着物トークショーにご協力いただいたみなさん

講堂控室「着付のお悩み相談コーナー」では
個別の相談も

豪華賞品の特別抽選会の様子



スーリールファムでは、当団体の活動に賛同いただける企業、団体などの賛助会員を募集しています。
また、活動場所をご提供いただける企業、店舗、団体を募集しています。
お問い合わせ、ならびに活動についての取材申込はこちらまで　info@sourirefemme.or.jp

　NPO法人スーリールファム　 で検索

＊「スーリールファム（Sourire Femme）」とは、「La femme souriante（笑顔の女性）」という仏語を元にした造語です。

　キャリアを重ねた世代の女性たちを中心に、それぞれの活
動を発表し合い、交流を深めよう！　そんな目的を持って、当
法人では「フェス」を開催しています。　
今回も講師や起業家、趣味のグループも含め、多彩で魅力的な
コンテンツを持った方々に参加いただき、たくさんの来場者
に楽しんでいただきました。
　働き方やライフスタイルなど、価値観が多様化している時
代だからこそ、人と人が出会う場、手づくりのコミュニケー
ションへの期待が高まっていると感じます。
仕事や家庭生活がまだまだ超多忙という方も多い世代の皆さ
んが、時間を作って参加してくださる大人の文化祭「フェ
ス！」。コミュニティを支える新しいつながりのカタチを目指
し、これからも続けていきます。

自分が楽しむこと、人と出会うことで、広がる可能性

　今回は特別企画として『命のビザ、
遙かなる旅路～杉原千畝を陰で支え
た日本人たち。ユダヤ人たちのその後
～』の著者で、平成29年度外務大臣表彰を受けられたフリーライター
北出明氏による講演も行われました。「命のビザ」を手に、ユダヤ難民
たちがどのような経路で日本に辿りついたのか、どのようにしてアメ
リカなどへ旅立って行ったのか。彼らの旅路を支えた多くの日本人た
ちの知られざるエピソードや、ユダヤ難民たちのその後の調査につい
てなど、貴重なお話をいただきました。
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氏による特別講演。
遠方からの来場者も

　最後は、ザンビアの無医村に診療所建設を目指し
て活動する「国際医学生連盟　ザンビア・ブリッジ
企画」による活動報告。ブース会場ではザンビアの
布「チテンゲ」を使って医学生たちが手作りしてい
る雑貨を紹介しました。

「ザンビアの無医村に診療所を」
活動報告

会場には「人道の港　敦賀ムゼウム」のある
福井県敦賀市から来場くださった方も

　ご来場いただいた皆様、ご協力いただいた皆様に心よりお
礼申し上げます。ありがとうございました。

NPO法人スーリールファム　代表　藤原寿子


